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——すべての病気は糖尿病に！——

アルツハイマー病は「脳の糖尿病」
2つの「国⺠病」を結ぶ驚きのメカニズム
（⿁頭 昭三・新郷 明⼦ 講談社ブルーバックス 920円税別
2017年7⽉刊）

    気楽に読める⼀般向けの本で、アンダーライティングに
役⽴つ最新の医学知識をゲットしよう。そんなコンセプト
でブックガイドしています。査定歴20年の⾃称「査定職⼈
 ドクター・ホンタナ」です。さて今回は・・・
    認知症700万⼈時代。超⾼齢社会を背景に認知症を取り上
げた本が増えていますね。患者・介護者・医師・研究者と
さまざまな書き⼿がさまざまな⽴場で書くのでやや混乱気
味です。また糖尿病についても低糖質ダイエットのからみ
で論争があります。どんな本でも書き⼿の⽴場を考えなが
ら読まないと偏った考えを植え付けられる・・・本を読むのも怖い時代になりました。
    そんな２つの病気、アルツハイマー病と糖尿病に関連がある、ということはここ１０年位
の間に久⼭町研究などで統計的に明らかにされています。いよいよそれが細胞レベルの代謝
メカニズムで解明されてきたというのが本書の主旨。「神経細胞のインスリン抵抗性こそが
アルツハイマー病の原因である」ことを著者らのこれまでの研究をなぞって解説してくれま
す。こういう著者の専⾨分野紹介モノの本にはどうしても⼿前味噌っぽい記述が多く、読ん
でいて、周知の事実なのか著者らの主張なのか、区別がつけにくいという⽋点があり、主張
に沿った事実しか語られていないのではないか・・という読み⽅もできると思います。(査定
者にはそういう読みのセンスも必要ですが・・・)。
    とは、⾔うものの、アルツハイマー病の現在の治療薬、糖尿病の現在の治療薬を総覧して
くれており、アルツハイマー病と糖尿病の関連の中でどう治療をすすめて⾏くべきなのかと
いうことがスッキリとまとめられており役⽴ちます。新薬が続々発売され「糖尿病治療のい
ま」が⾒えにくくなっていますが、そこがアルツハイマー病とからめることで腑に落ちるか
たちで理解できました。代謝疾患の本って患者向けのレベルのものかガイドライン的な⾯⽩
くないものというのが相場ですが、ちょっとテーマがひねられているので⾯⽩く読めます。
サブタイトルにある「驚きの・・」は⼤げさですが。
    本筋からはずれますが、少量継続飲酒（毎⽇晩酌をするような⾏為）がいかにアルツハイ
マー病リスクを⾼めるかということが繰り返し書かれており、査定職⼈ホンタナもビビって
休肝してしまいました（２−３⽇ではありますが・・）。
（査定職⼈ ホンタナDr. Fontana 2017年10⽉）
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